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１． はじめに

徳島大学イノベーションチャレンジクラブは

年 月から産学連携による課外活動として発足し、

年度から単位化されている。同クラブは企業の

リアルな課題を頂き、デザイン思考で課題解決を目指

すことをモットーとしている活動である。今回同クラ

ブのメンバー数名と徳島大学油井毅、株式会社ジェイ

テクト南里浩太は、 年 月 日、常翔啓光学園

中学校（大阪府枚方市）において、 時間のデザイン

思考ワークショップを行った。今回のワークショップ

では同クラブメンバーがファシリテーターを務めジェ

イテクトから提供いただいた「退屈な自動運転車内を

楽しくする」という課題を チームに分かれて取り組

んだ。ワークショップを行う前後でアンケートを実施

しデザイン思考教育が中学生にもたらす効果を調査し

た。

２． 調査目的

今回の調査ではデザイン思考教育が中学生にどのよ

うな影響を与えるかをワークショップの前後で行った

アンケートを比較することで明らかにする。この調査

の仮説としてはデザイン思考教育を体験することでイ

ノベーションに求められるスキルが身についたことを

実感してもらうことで、前後でアンケートの結果に差

が出てくることが予測される。

３． 調査方法

今回は常翔啓光学園中学校生徒１２名とワークショ

ップを行った。ワークショップは チームに分かれて

課題の理解、ペルソナへの共感、アイデア創出、検証

といったデザイン思考のプロセスを踏まえたものとな

っている。その前後でアンケートをとり結果の差を比

較する。今回のアンケートにはハーバードビジネスス

クール 教授等が考案したイノベーション創出

において求められるスキル 項目の診断ツールを中

学生にも理解してもらいやすい平易な言葉に訳したも

のを用いた。

４． 調査結果，考察

図 のグラフは学習前と学習後に行ったアンケート

の結果の平均を出し、グラフ化したものである。学習

前が手前、学習後が奥のグラフだ。比較してみると、

学習後のアンケートでは多くの項目で伸びがみられ

る。今回のデザイン思考教育で中学生にイノベーショ

ン的な影響を与えることが出来たようだ。

項目別にみると最もよく伸びた項目は「関連付け

る力」の項目である。この項目はアンケートでは

「様々な出来事やアイデアを組み合わせることができ

る力」と表現した。今回の学習ではグループ内で各々

がアイデアを出し合い発表した後、アイデアを厳選、

統合するプロセスを踏んだ。話し合いに際して相手の

意見を尊重することを促したことが今回の結果につな

がったと予想される。

一方で「リスクテイク」の項目では学習前と比較

して学習後の評価が大きく下がってしまっている。こ

のリスクテイクという項目はアンケートでは「失敗し

そうなことにも挑戦していく力」とした。本来、何か

新しいものを作り出す場合、失敗を恐れない姿勢は非

常に重要であり我々も軽視していたわけではないのだ

が、 時間の間でアイデアを形にして発表するという

ことが要求されるので無意識のうちに急かされてしま

い失敗することへの抵抗が生まれてしまったのではな
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